
三菱総合研究所（MRI）の
「つくりたい未来を実現するための8つの鍵」を活用した取り組み（結果報告）

（取り組みの経緯）
✓ 2021年度に、「未来社会デザインオープンプラットフォーム（CHANCE）」の賛同機関で、2050年の未来像

を具体化し、課題を見いだす取り組みを行いました。その結果をレポート「つくりたい未来を実現するための８つ
の鍵」にまとめ公開しました。https://www.jst.go.jp/sis/co-creation/items/8keys.pdf

✓ 2022年度、いくつかの賛同機関において昨年見いだした「８つの鍵」を活用した取り組みが始まりました。
✓ 三菱総研（MRI）では、未来共創イニシアティブ（ICF）の「社会課題ワークショップ」で取り上げた４つの

テーマに「８つの鍵」のいくつかを関連付けて、ワークショップ参加者に論点として提示し、議論を深めることに役
立てました。

（取り組みの概要）
■未来共創イニシアティブ（ICF）社会課題ワークショップ
社会課題リスト2021（22年3月公開）と連動する「社会課題ワークショップ」を開催しました。下記４つのテー
マに焦点を当て、各回とも専門家から話題提供の後、着目すべき課題や解決策を参加者でディスカッションを行
いました。この結果を踏まえ、ICFとして、さらなる課題の理解と事業検討の企画に進むことを目指します。

■開催日程とテーマ https://icf.mri.co.jp/activities/activities-7281/
6/29 （テーマ１）新コミュニティ（ウェルネス）

・問題意識：シニアの単身世代の増加、孤独感の増大
・論点：新しいコミュニティの必要性、孤独脱却に向けた行動変容、互助の在り方

（テーマ２）未病・介護予防（ウェルネス）
・問題意識：疾病（メンタルヘルス、生活習慣病等）、介護の事前予兆・防止が重要
・論点：生活習慣改善による疾病・介護予防の実現方法

7/8 （テーマ３）食と健康（水・食料）
・問題意識：豊かな社会にも残る不健康な食事、孤食の増加
・論点：個々人にあった食のパーソナライズ、食を通じた多様なコミュニケーション

（テーマ４）気候変動対応（環境・エネルギー）
・問題意識：早期CN化には、幅広いステークホルダーの参画が不可欠
・論点：CNを目指した生活者の行動変容、CNを促す新技術の普及の課題

■開催結果
ICF加盟組織を中心に、延べ31企業・85名の方々に参加していただきました。
当日の概要がICF News 7月号で掲載されています。（次頁に抜粋を転載）
https://icf.mri.co.jp/information/information-8083/

2022年9月
CHANCE事務局（JST「科学と社会」推進部）

（１）「新コミュニティ」
キーワード「互助のあり方」

（２）「未病・介護予防」
キーワード「メンタルヘルス」、「事前予兆・防止」

（３）「食と健康」
キーワード「食を通じた多様なコミュニケーション」

（４）「気候変動対応」
キーワード「CNを目指した生活者の行動変容」

４つのテーマ
８つの鍵

https://icf.mri.co.jp/research/research-389/
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社会課題ワークショップ第2回、第３回にご参加いただいた皆さま、ありがとうございました。オンラ

インとリアルでのハイブリッド開催となりましたが、会議室でもZoomのブレイクアウトルームでも活

発な議論が交わされました。

第２回は「新コミュニティ」と「未病・介護予防」をテーマに開催。各テーマの課題・技術に明るい有

識者から話題提供を行ったのちに、参加者のみなさんでディスカッションを行いました。岡田先生から

ご紹介のあった「弱いロボット」を踏まえて、現代社会のコミュニケーションのあり方や、孤独を解消

するための多世代交流コミュニティのあり方等を議論しました。次の「未病・介護予防」テーマでは、

「自然に生活しているだけでこころも身体も健康になれる環境とは？」など解決策や実現方法を議論し

ました。

第３回では「食と健康」をテーマに、食と健康のパーソナライズや食を通じたコミュニケーションにつ

いて議論しました。参加者からは、歯にセンサーを埋め込んで食事記録をとれないか？などの興味深い

アイディアが多く出されました。続く「気候変動対応」テーマではカーボンニュートラル実現という大

局的な目標を、ひとりひとりの個人が自分ごととして考え、行動を変容するにはどのような仕組みが必

要か、議論が交わされました。

第２回・第３回ともに終了後は会場でささやかな懇親会を開催し、参加者同士の交流の場となりました。

今回の議論を踏まえてICF事務局では後続のイベントを企画中です。ご期待ください。

■話題提供概要

社会課題ワークショップ第２回（6月29日）、第３回（7月8日）

話題提供者 話題提供テーマ

①新コミュニティ
（6/29）
（単身高齢者の
孤独脱却）

科学技術振興機構・難波様
豊橋技術科学大学・情報・知能工学系 岡田
美智男 教授

「寛容社会」「お節介社会」
「弱いロボット」

②未病・介護予
防 （6/29）
（生活習慣病予
防、メンタルヘル
ス、介護予防）

三菱総合研究所・藤井
科学技術振興機構・日下様
京都大学・人と社会の未来研究院 熊谷誠慈
准教授

「持続可能な健康長寿社会の構築に向けて」
「つくりたい未来を実現するための8つの鍵」
「ムーンショット目標９の概要と展望」

③食と健康
（7/8）

三菱総合研究所・木附 「食のDX化による新たな価値創造」

④気候変動対応
（7/8）

三菱総合研究所・志田

科学技術振興機構・難波様

「2050年カーボンニュートラル実現の道筋」

「自分ごと化」

※ICF News 7月号より転載


